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もったいない！「食品ロス」を減らそう！
しょく ひん へ

家族や友達、みんなで取り組もう！
か　  ぞく とも　だち と く

食品ロスの原因
しょく ひん げん　いん

期限切れ食べ残し
た のこ

嫌いなものが
入ってるよ～。

きら

はい

き　  げ ん　 ぎ

賞味・消費期限が
切れてる！

しょう   み    　　 しょう   ひ  き　 げん

き

食事は残さず
できるだけ食べきろう

しょく  じ のこ

た
食材は必要な
分だけ買おう

しょく  ざい ひつ  よう

ぶん か

すぐに食べるときは
賞味・消費期限が
近いものを買おう

た
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なるべく
食べきろう♪

きゅう しょく

た

ばら売りや
量り売りを
活用しよう♪

う

はか う

かつ　よう

お店から出る
ごみの量が
減るね♪

みせ で

りょう

へ

しょく ひん

しょく ひん

しょく ひん

しょく ひん

おお ふくなか

やく まんに  ほん ねん かん

やくす はん ぶん

で

た す

まい にち あ いっぱい ぶん

はん す おな りょう

しょくひん

　「食品ロス」とは、まだ食べられるのに捨てられて
いる食品のことです。
　１ページのごみの中には「食品ロス」が多く含まれ
ています。

また、日本では１年間に約600万トンが「食品ロス」
として捨てられており、そのうちの約半分がみなさん
のおうちから出ています。

毎日１人当たり、おちゃわん一杯分の
ご飯を捨てているのと同じ量が
「食品ロス」になっています。

か てい

やく まん

しょくひん

日本の１年間の「食品ロス」
約600万トン

しょくひんに  ほん ねん かん

やく まん

だ

家庭から出された
「食品ロス」
約276万トン

※農林水産省「食品ロス量（平成30年度推計値）」より
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るごみは、छ
しゅ

ྨ
るい

に
よって出

ͩ

す৔
ば

ॴ
しょ

や
༵
よう

日
ͼ

がܾ
き

ΊらΕて
いるんͩよ。
ू
あつ

ΊらΕたごみは、
͜ の よ う に ॲ

しょ

ཧ
り

するんͩ。

ごみはどこにӡ
はこ

͹れるの？
ご み の छ

し Ύ

ྨ
る い

ごみのऩ
し Ύ う

ू
し Ύ う

೩
も

えるごみʢ೩も ΍ͤるごみʣ

し ͛ ん

資�源�ご�み

೩
も

えるごみʢ೩も ΍ͤるごみʣ

೩
も

えるごみʢ೩も ΍ͤるごみʣ೩
も

えないごみʢ೩も΍ͤないごみʣ

೩
も

えるごみʢ೩も ΍ͤるごみʣૈ
ͦ

େ
だ い

ご み

スプレー缶やライターいたり、 にガスが残っていると、ごみ
かん

充電式電池
ちじゅう でん しき でん͚いたい なか はいき
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̏

ճऩしたྨࢴは޻৔で
かいしゅう かみるい ͜うじょう

༹かしてݪྉに໭します。
と ͛んりょう もͲ

もう一度、৽ฉࢴやஈϘʔϧ、
いち Ͳ しんぶん し ͩん

ςΟογϡなͲにੜまΕมわります。
う か

ʰࢴ
かみ

ྨ
るい

のɦϦαΠΫϧ

ௐ
し ら

΂てみよう

Ո
か

ఉ
てい

から出
で

るࢴ
かみ

のほとんͲが「ࡶ
͟つ

がみ」に
あてはまります。

みんなのՈ
い͑

では、Ͳんなものが「ࡶ
͟つ

がみ」
になるのかなʁ

分
ぶん

別
べつ

した
資
し

源
げん

ごみ
製
せい

品
ひん

工
こう

場
じょう

ྨࢴ、なͲࢴೕύοΫや৽ฉڇ
͗ゅう にゅう しんぶん し かみ るい

をछྨごとに分ผして出します。
しゅるい ぶんべつ ͩ

ʰϦαΠΫϧ っɦてԿ
なん

だΖう？

これがリサイクルの流
なが

れだよ

ࢴ
かみ

は໦
き

をݪ
͛ん

ྉ
りょう

に࡞
つく

っています。ͩから、ࢴ
かみ

のϦαΠΫϧは
৿
もり

や林
はやし

をक
まも

る͜とにつながります。
೩
も

͑るごみ（೩
も

やせるごみ）のத
なか

には、ϦαΠΫϧできる
ࢴ
かみ

ྨ
るい

が໿
やく

൒
はん

分
ぶん

もؚ
ふく

まΕています。
ࢴ　

かみ

はେ
たい

੾
せつ

なࢿ
し

ݯ
͛ん

なので、きちんと分
ぶん

ผ
べつ

して、ࢿ
し

ݯ
͛ん

として
出
ͩ

しましょう。

ϦαΠΫϧ͢るとʜ

ࡶ」
͟つ

がみ」はஈ
ͩん

Ϙʔϧや
৽
しん

ฉ
ぶん

ࢴ
し

ڇ、
͗ゅう

ೕ
にゅう

ύοΫҎ
い

֎
がい

で、ϦαΠΫϧできる
ࢴ
かみ

ྨ
るい

ͩから、ほとんͲの
ࢴ
かみ

ྨ
るい

が「ࡶ
͟つ

がみ」なんͩよʂ

ʰ

ɾ޻৔でࡉかくします。
ɾ༹ かしてখ͞い݀に௨せば
   ϙϦΤスςϧの໖にもなります。

͜う じょう ͜ま

と ちい あな とお

わた
৽しい੡品になります。
あたら せいひん

一度しか͑࢖ないͼんは
いち Ͳ つか

৭ผに分͚て༹かし、
いろべつ わ と

もう一度ͼんを࡞ります。
いち Ͳ つく

かくして༹かしࡉ৔で޻
͜うじょう ͜ま と

ます。 ৽しい੡品になります。
あたら せいひん

ϚʔΫを֬ೝし、水ですすいで
かく にん みͣ

Ԛ
よご

Εをམ
お

とします。

Ξϧϛ؈とスνʔϧ؈を
かん かん

分͚て༹かします。
わ とத

なか

を水
みͣ

ですすいでつぶします。

͜のϚʔΫが໨
Ί

ҹ
じるし

Ωϟοϓとϥϕϧは「ͦのଞのϓϥスνοΫ」へ
た

͜のϚʔΫが໨
Ί

ҹ
じるし

水
みͣ

で
すす͙

৽しい੡品になります。
あたら せいひん

Ϗʔϧͼんɾ

Ұ
いっ

ঋ
しょう

ͼんҎ
い

֎
がい

の
Ψϥεͼん

Ϗʔϧͼんɾ

Ұ
いっ

ঋ
しょう

ͼん
Ϗʔϧやおञの一ঋͼんは、

͚͞ いっしょう

きΕいにચったあと、もう一度
あら いち Ͳ

த਎をೖΕて܁りฦし࢖います。
なか み い く か͑ つか

Ϧλʔφϒϧͼん

ϫϯ΢ΣΠͼん

ʰϖοτϘτϧ のɦϦαΠΫϧ

ʰͦのଞ
た

のϓϥενοΫ のɦϦαΠΫϧ

ʰͼん のɦϦαΠΫϧ

ʰۭ
あ

؈͖
かん

のɦϦαΠΫϧ

࡞
͞

ۀ
͗ょう

ண
͗

ϓϥϯλʔ

水
みͣ

で
すす͙

Ωϟοϓと
ϥϕϧをはͣす

ܰく
かる

つぶす

ϚʔΫを
֬
かく

ೝ
にん

水
みͣ

で
すす͙

ܰ
かる

く
つぶす ؈

かん

ϋϯΨʔ

మ
てっ

ࠎ
͜つ

৽しい੡品に
あたら せいひん

なります。

かく

ϚʔΫを֬ೝ
にん

し、த
なか

を水
みͣ

で
すすいでつぶします。

ϚʔΫを֬ೝ
かくにん

水
みͣ

ですす͙

水
みͣ

ですす͙

ཛ
たまご

ύοΫ

ࢲ
わたし

たちが出
ͩ

しているごみのத
なか

には、Կ
なん

度
Ͳ

もݪ
͛ん

ྉ
りょう

とし
て࢖

つか

͑るものがたく͞んあるんͩ。
　よく、スʔύʔなͲで、ڇ

͗ゅうにゅう

ೕύοΫやΞϧϛ؈
かん

なͲの
ճ
かいしゅう

ऩをしている͚Ͳ、ू
あつ

ΊらΕたものは、৽
あたら

しい੡
せいひん

品
にੜ

う

まΕม
か

わって、みんなのと͜ろに໭
もͲ

ってくるんͩ。
　͜Εをh ϦαΠΫϧʱというんͩよʂʂ　

ࢲ
わたし

たちがϦαΠΫϧ͞Εた঎
しょう

品
ひん

をങ
か

う͜とで、ॳ
はじ

Ί
てϦαΠΫϧのྠ

わ

がつながるんͩ。
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̐ �ͭͷ̧でごみΛݮらͦうʂ
Ξ ʔ ϧ ΁

　ごみを減らすたΊに、̏つのํ๏があります。ӳޠ

の಄จࣈがશて「3」になるので̏3といいます。

　஍ٿをकり、ݶらΕたݯࢿをେ੾にし、ຒΊཱて஍

を௕࣋ち͞せるたΊに、̏3でごみを減らしましょう。

へ

かしら  も　 じ すべ Ξʔϧ スϦʔΞʔϧ

ほう ほう ͑い  ご

ち きゅう まも か͗ し   ͛ん たい せつ う た ち

なが も スϦʔΞʔϧ へ

ごみΛݮΒ͢ʹ͸Ͳう͢Ε͹͍͍ͷͩΖうʁ
΁

らͦうʂらͦうʂらͦうʂらͦうʂ
　ごみを減らすたΊに、̏つのํ๏があります。ӳޠ

　஍ٿをकり、ݶらΕたݯࢿをେ੾にし、ຒΊཱて஍
ち

͜のॱ൪が
େࣄなんͩね。

じゅん ばん

ͩい  じ

̍
まͣは、

ごみを「減らす」
Reduce(リデュース)

へ

̎
つ͗に、す͙捨てͣに

「う࢖りฦし܁」
Reuse(リユース)

く か͑ つか

す

̏
に「ϦαΠΫϧ」ޙ࠷
※ৄしくは̿�をݟてね

Recycle(リサイクル)

͞い　　ご

くわ み

֮͑ようʂ
お΅

̑
毎
まい

日
にち

のੜ
せい

活
かつ

のத
なか

で޻
く

෉
ふう

して、ごみを出
ͩ

͞ない͜とがେ
たい

੾
せつ

です。͜Εから঺
しょう

հ
かい

する̐つの
ํ
ほう

๏
ほう

に、みんなでऔ
と

り૊
く

んでみましょうʂ

〇　マイバッグを使
つか

おう！ 〇　ものを最
さい

後
ご

まで大
たい

切
せつ

に使う！

〇　余
よ

分
ぶん

な包
ほう

装
そう

は断
ことわ

ろう！ 〇　使
つか

い捨
す

ての商
しょう

品
ひん

はなるべく使
つか

わない！

資料出典：荒川区
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